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1 小中学校で実施するフッ化物洗口とは、どのよ
うなものですか。

フッ素とは、どのようなものですか。2
　フッ素は、自然のなかに広く存在している元素です。地
球上では、フッ素は他の元素と結合して「フッ化物」とし
て、人体中、土の中、海の中、植物、動物などに必ず含まれ
ている栄養素です。しかし、通常、食物から摂るフッ素の
量では、むし歯を抑えるには不足しています。
　※フッ素はどこにでもある自然環境物質です。（単位ppm）
　　�ppmとは100万分の1の割合を表す単位。例えばある物質
1kg中に1mgのフッ素が含まれている場合、その物質のフッ
素濃度は1ppmとなります。（数値は飯塚喜一の報告を参考）

　フッ化物（フッ化ナトリウム）が入った洗口液10ml
で、１分間ブクブクうがいをするものです。このフッ
化物洗口は、その有効性と安全性は確立されており、
高いむし歯予防効果が期待できる方法です。
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　飲食物から摂取したフッ化物は、体の中に入ると胃
や腸（主に胃）から吸収されます。その大部分（子ど
もで吸収された内 60～ 90％、成人で約 90％）はそ
のまま腎臓から膀胱に移行し、24時間以内に尿の中に
排泄され体外へ出ます。一方、排泄されなかったフッ
化物はさまざまな臓器、器官で利用されますが、主に
フッ化物の必要性の高い骨、歯などの硬組織に蓄えら
れます。成長期の子どもは、代謝が著しいので成人よ
りもフッ化物を蓄える割合が多くなっています。しか
し、一度蓄えられたフッ化物は、永久にとどまってい
るわけではなく、再び代謝され移動 ･排泄されます。

　むし歯予防のためのフッ化物利用については、学問
的にすでに安全性、有効性が十分に確立しており、国
内外の専門機関が一致して推奨しています。
　特にWHO（世界保健機関）は、加盟各国に対してフッ
化物利用によるむし歯予防を実践するように勧告して
います。わが国でも 1982 年に口腔衛生学会がフッ化
物の利用について、安全かつ有効との見解を示し、歯
の健康のためのフッ化物利用を推奨しています。
　【推奨している主な専門機関・団体】
　 �WHO（世界保健機関）、FDI（国際歯科連盟）、ADA（米
国歯科医師会）、国、日本歯科医師会、日本口腔衛生
学会、日本歯科医学会

3 フッ化物は、身体にどのように摂り入れられ、
どのように利用されるのでしょうか。

4 むし歯予防のためのフッ化物応用について、
専門機関はどのような意見をもっていますか。
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　一般的にうがいができる 4歳頃から永久歯が生えそ
ろう中学校卒業まで行えば、フッ化物洗口をしない場
合と比べ、むし歯が約半分に減少しています。
　新潟県では、昭和45年から 40年以上にわたりフッ
化物洗口を実施されており、平成12年度以降連続して
12歳児の一人平均むし歯数が日本一少ない県という成
果をあげています。
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　効果が現れてくるのは、開始してから 2～ 3年後か
らです。特に、上の前歯はむし歯予防の効果が現れや
すいとされています。
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フッ化物洗口の効果は、どのくらいで現れます
か。

フッ化物洗口を実施すると、どのくらいむし歯
を減らすことができますか。

効果について
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　フッ化物洗口は、歯の汚れを落とすために行うもの
ではありませんので、強くブクブクうがいをする必要
はありません。フッ化物洗口をしている間と、洗口が
終わったあとで口の中でフッ化物が作用しています。
すなわち、歯が溶けるのを防ぐ「脱灰を抑える作用」、
それからむし歯になりかかった部分に再びカルシウム
などを沈着させる「再石灰化促進作用」、そして「歯垢
の中で酸の産生を抑える作用」でむし歯予防となるの
です。
　ゆっくり頬を膨らませ、軽くブクブクして歯面と口
全体に洗口液をいきわたらせてください。

子どもが強くブクブクうがいをすることがで
きません。それでも効果がありますか。
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